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冷
戦
が
終
わ
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
次
の
時
代
の
新
し
い
課
題
が
あ
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
国
家
対
市
民
の
よ
う
な
マ

ク
ロ
な
権
力
関
係
よ
り
は
、
個
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
立
場
の
多
様
性
に
由
来
す
る
ミ
ク
ロ
な
権
力
関
係
が
問
題
に
な
る
よ
う
な
、
よ

り
複
雑
で
、
し
か
し
確
実
に
新
し
い
世
界
の
到
来
に
思
え
ま
し
た
。
教
師
は
子
ど
も
達
や
若
者
に
寄
り
添
い
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
啓
蒙
も
支

配
も
し
な
い
。
革
命
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
伝
統
に
固
執
す
る
の
で
も
な
く
し
な
や
か
に
日
々
の
現
場
で
物
事
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
よ

う
な
あ
り
方
。
新
し
い
時
代
の
教
育
学
は
そ
う
し
た
行
く
先
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
ガ
ー
ト
・
ビ
ー
ス
タ
の
ペ

ダ
ゴ
ジ
ー
に
は
そ
う
し
た
議
論
の
最
良
の
形
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
価
値
は
今
で
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
私
た
ち
は
現
在
、
そ
れ
と
は
別
の
、
過
ぎ
去
っ
た
は
ず
の
問
題
群
が
再
び
頭
を
も
た
げ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
端
的
に
言
う
と
、
近
代
化
と
と
も
に
獲
得
さ
れ
て
き
た
は
ず
の
様
々
な
諸
権
利
や
自
由
が
、
少
し
ず
つ
脅
か

さ
れ
る
よ
う
な
政
治
状
況
に
再
び
直
面
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
者
、
ユ
ー
ジ
ェ
ニ
ー
・
メ
リ
オ
ー
に
よ
る
と
、
市
場
や
企

業
の
自
由
を
拡
大
さ
せ
る
一
方
で
個
々
の
市
民
の
政
治
的
権
利
を
弱
め
る
よ
う
な
政
策
が
、
複
数
の
国
で
取
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
（Eugénie M

érieau, La dictature, une antithèse de la dém
ocratie? 20 idées reçues sur les régim

es autoritaires. Le Cava-

lier Bleu, 2019.

）。

新
し
い
専
制
は
か
つ
て
の
よ
う
に
統
制
経
済
を
伴
う
全
体
主
義
国
家
の
顔
を
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
「
市
場
の
自
由
」
を
金
科
玉
条
に
掲

げ
つ
つ
、
巧
み
に
様
々
な
異
論
の
声
を
封
じ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
様
々
な
名
前
で
呼
ば
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
新
自
由
主
義
的
保
守

主
義
、
新
自
由
主
義
的
権
威
主
義
、
あ
る
い
は
単
に
政
治
的
な
抑
圧
を
高
め
る
側
面
に
の
み
着
目
し
て
「
イ
リ
ベ
ラ
ル
」（illiberal

）
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
後
の
表
現
は
、
億
万
長
者
で
あ
り
な
が
ら
中
絶
の
権
利
を
無
効
化
す
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
米
国
の
ド
ナ

『
教
育
学
年
報
一
六
号
　
教
育
の
自
由
／
不
自
由

―
新
自
由
主
義
的
権
威
主
義
の
時
代
の
中
で
』・
原
稿
募
集
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ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
思
い
出
す
と
わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
少
し
違
う
視
点
で
す
が
、「
過
激
中
道
」（extrem

e center

）

と
い
う
概
念
も
あ
り
ま
す
（
酒
井
隆
史
『
賢
人
と
奴
隷
と
バ
カ
』
亜
紀
書
房
、
二
〇
二
三
年
）。
こ
れ
は
新
自
由
主
義
的
な
市
場
の
論
理
を
絶
対

視
す
る
あ
ま
り
、
反
論
に
は
「
極
左
」「
極
右
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
政
策
的
議
論
や
妥
協
を
許
さ
な
い
よ
う
な
態
度
の
こ
と
で
す
。
い

ず
れ
も
、
権
威
主
義
的
な
強
い
リ
ー
ダ
ー
を
待
望
す
る
言
論
と
親
和
性
が
高
い
た
め
、
民
主
主
義
を
危
う
く
す
る
傾
向
を
併
せ
持
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
社
会
状
況
の
中
で
、
教
育
に
今
い
か
な
る
課
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
を
早
急
に
始

め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
今
回
の
特
集
を
考
え
る
に
至
っ
た
経
緯
で
す
。
無
論
、
個
々
の
関
心
に
よ
り
見
え
方
は
異
な
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
高
等
教
育
で
は
国
家
の
介
入
に
よ
り
「
学
問
の
自
由
」（academ

ic freedom

）
が
脅
か
さ
れ
、
冷
戦
期
の
１

９
７
０
年
代
と
同
様
に
危
険
な
状
態
に
後
退
し
た
と
の
主
張
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
め
ぐ
る
対
立
も
深
ま
っ
て
い
ま

す
。
国
際
人
権
規
約
で
掲
げ
ら
れ
た
高
等
教
育
無
償
化
の
理
念
が
あ
ま
り
に
も
忘
却
さ
れ
、
高
騰
す
る
学
費
が
若
者
の
教
育
の
権
利
を
奪
っ

て
い
る
と
考
え
る
人
々
と
、
市
場
競
争
に
勝
ち
抜
け
る
学
生
を
育
て
る
場
と
し
て
の
大
学
に
関
心
が
強
い
人
々
と
で
は
相
互
理
解
が
難
し
い

状
況
で
す
。
し
か
し
、
初
等
教
育
や
中
等
教
育
で
は
ま
た
全
く
違
う
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

以
上
の
背
景
を
踏
ま
え
て
、
次
号
の
特
集
で
は
、
教
育
に
お
け
る
自
由
／
不
自
由
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
ど
う
考
え
て
い
け

ば
よ
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
の
、
洞
察
に
満
ち
た
論
稿
の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
上
記
で
素
描
し
た
と
ら
え
方
と
異
な
る
前

提
に
立
つ
も
の
や
、「
自
由
と
統
制
」
に
つ
い
て
の
古
典
的
主
題
に
関
わ
る
も
の
で
も
結
構
で
す
。
な
お
、
査
読
の
結
果
、
特
集
論
文
で
は

な
く
自
由
投
稿
論
文
の
カ
テ
ゴ
リ
で
の
掲
載
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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『
教
育
学
年
報
』
投
稿
要
領

１　

発
行
予
定　

二
〇
二
五
年
八
月

オ
ー
プ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
査
読
の
上
、
編
集
委
員
会
で
採
択
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

２　

募
集
原
稿
の
文
字
数

【
タ
イ
プ
①　

次
号
テ
ー
マ
「
教
育
の
自
由
／
不
自
由
」
に
沿
う
原
著
論
文
】

一
六
〇
〇
〇
字
以
内
。
原
稿
は
Ａ
四
判
（
横
置
き
）
で
縦
書
き
、
一
頁
あ
た
り
三
〇
字
×
四
〇
行
で
作
成
し
、
図
表
・
注
を
含
め
て
、

一
四
枚
以
内
を
一
六
〇
〇
〇
字
と
み
な
し
ま
す
。
な
お
、
査
読
の
結
果
、
タ
イ
プ
②
の
原
著
論
文
、
あ
る
い
は
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
掲

載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
タ
イ
プ
②　

自
由
テ
ー
マ
の
原
著
論
文
】

一
六
〇
〇
〇
字
以
内
。
原
稿
は
Ａ
四
判
（
横
置
き
）
で
縦
書
き
、
一
頁
あ
た
り
三
〇
字
×
四
〇
行
で
作
成
し
、
図
表
・
注
を
含
め
て
、

一
四
枚
以
内
を
一
六
〇
〇
〇
字
と
み
な
し
ま
す
。
な
お
、
査
読
の
結
果
、
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
タ
イ
プ
③　

研
究
動
向
紹
介
・
書
評
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
】

一
〇
〇
〇
〇
字
以
内
（
超
え
る
場
合
は
応
相
談
）。
原
稿
は
Ａ
四
判
（
横
置
き
）
で
縦
書
き
、
一
頁
あ
た
り
三
〇
字
×
四
〇
行
で
作
成
し
、

図
表
・
注
を
含
め
て
、
九
枚
以
内
を
一
〇
〇
〇
〇
字
と
み
な
し
ま
す
。

３　

原
稿
の
形
式
と
送
付
先

①	

「
Ｍ
Ｓ
―

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
」
と
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
」
の
二
種
類
（
同
内
容
）
の
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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②	
原
稿
と
は
別
に
、
日
本
語
に
よ
る
概
要
（
四
〇
〇
字
程
度
）
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③	
原
稿
は
、
論
文
題
目
、
原
稿
の
種
類
、
投
稿
者
の
氏
名
、
所
属
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
書
き
添
え
の
上
、
世

織
書
房
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〈seori@

nifty.com

〉
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
提
出
が
難
し
い
場
合
は
、
世
織
書
房
〈
〇

四
五
―

三
一
七
―

三
一
七
六
〉
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

４　

投
稿
内
容
は
未
刊
の
も
の
に
限
り
ま
す
が
、
既
発
表
の
論
文
が
部
分
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
重
複

部
分
を
明
示
し
、
投
稿
論
文
と
あ
わ
せ
て
参
考
論
文
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

５　

投
稿
論
文
は
各
号
の
採
択
が
判
明
す
る
ま
で
、
他
の
媒
体
へ
重
ね
て
投
稿
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

６　

締
め
切
り　

二
〇
二
五
年
二
月
二
五
日
（
必
着
）

７　

問
い
合
わ
せ
先　

世
織
書
房
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〈seori@

nifty.com

〉

　
　
　
　
　
　

＊

　

一
六
号
よ
り
教
育
学
年
報
編
集
委
員
が
次
の
方
々
に
な
り
ま
す
。

　

浅
井
幸
子
（
東
京
大
学
）、
隠
岐
さ
や
香
（
東
京
大
学
）、
石
井
英
真
（
京
都
大
学
）、
仁
平
典
宏
（
東
京
大
学
）、
丸
山
英
樹
（
上
智
大
学
）


